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【手続補正書】
【提出日】平成29年6月19日(2017.6.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　上記の目的を達成するため、本発明による撮像装置は、被写体を示す光学像に応じて所
定の間隔で複数回の電荷蓄積および電荷読み出しを行って複数の画像を得る蓄積手段と、
前記複数の画像の各々において測光を行って複数の測光値を得る測光手段と、前記複数の
測光値に応じて、被写体からの光の光量変化特性を検出する検出手段と、前記複数の画像
を加算処理して加算画像を得る加算手段と、前記加算画像において前記被写体を検出する
ための被写体認識処理を行う被写体認識手段と、を有し、前記蓄積手段は、予測される前
記被写体からの光の光量変化の周波数よりも短い周波数で前記複数回の電荷蓄積を実行す
ることを特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明による撮像装置の制御方法は、被写体を示す光学像に応じて所定の間隔で複数回
の電荷蓄積および電荷読み出しを行って複数の画像を得る蓄積ステップと、前記複数の画
像の各々において測光を行って複数の測光値を得る測光ステップと、前記複数の測光値に
応じて、被写体からの光の光量変化特性を検出する検出ステップと、前記複数の画像を加



(2) JP 2016-12791 A5 2017.8.3

算処理して加算画像を得る加算ステップと、前記加算画像において前記被写体を検出する
ための被写体認識処理を行う被写体認識ステップと、を有し、前記蓄積ステップでは、予
測される前記被写体からの光の光量変化の周波数よりも短い周波数で前記複数回の電荷蓄
積を実行することを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明による制御プログラムは、撮像装置で用いられる制御プログラムであって、前記
撮像装置が備えるコンピュータに、被写体を示す光学像に応じて所定の間隔で複数回の電
荷蓄積および電荷読み出しを行って複数の画像を得る蓄積ステップと、前記複数の画像の
各々において測光を行って複数の測光値を得る測光ステップと、前記複数の測光値に応じ
て、被写体からの光の光量変化特性を検出する検出ステップと、前記複数の画像を加算処
理して加算画像を得る加算ステップと、前記加算画像において前記被写体を検出するため
の被写体認識処理を行う被写体認識ステップと、を実行させ、前記蓄積ステップでは、予
測される前記被写体からの光の光量変化の周波数よりも短い周波数で前記複数回の電荷蓄
積を実行することを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明によれば、処理時間が増大することなく光量変化特性の検出および被写体認識を
行うことができる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体を示す光学像に応じて所定の間隔で複数回の電荷蓄積および電荷読み出しを行っ
て複数の画像を得る蓄積手段と、
　前記複数の画像の各々において測光を行って複数の測光値を得る測光手段と、
　前記複数の測光値に応じて、被写体からの光の光量変化特性を検出する検出手段と、
　前記複数の画像を加算処理して加算画像を得る加算手段と、
　前記加算画像において前記被写体を検出するための被写体認識処理を行う被写体認識手
段と、を有し、
　前記蓄積手段は、予測される前記被写体からの光の光量変化の周波数よりも短い周波数
で前記複数回の電荷蓄積を実行することを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　所定の間隔は、前記被写体からの光の光量変化の周波数として予測される周波数の公倍
数に応じて設定されることを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記検出手段で検出された前記光量変化特性に応じてシャッターを制御するシャッター
制御手段を有することを特徴とする請求項１又は２に記載の撮像装置。
【請求項４】
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　前記加算手段は、前記複数回に亘って前記画像を順次加算処理して複数の加算画像を得
ており、
　前記被写体認識手段は、前記複数の加算画像の各々において前記被写体認識処理を行う
ことを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記加算手段は、前記複数回に亘って前記画像を順次加算処理して複数の加算画像を得
て、
　前記測光手段は、前記複数の加算画像の各々において測光を行って複数の測光値をそれ
ぞれ累積測光値として得て、
　前記検出手段は、前記累積測光値に応じて前記光量変化特性を検出しており、
　前記被写体認識手段は、前記検出手段で検出された前記光量変化特性に応じて前記複数
の加算画像のうち一つを選択して、当該選択した加算画像において前記被写体認識処理を
行うことを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記検出手段は、前記被写体からの光の光量のピークタイミングを検出することを特徴
とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記蓄積手段は、前記予測される被写体からの光の光量変化の１周期内において前記複
数回の電荷蓄積を行うことを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の撮像装置
。
【請求項８】
　前記複数回の電荷蓄積の各々は、１／１２０秒よりも短い蓄積時間であることを特徴と
する請求項７に記載の撮像装置。
【請求項９】
　前記複数の測光値は、前記複数の画像の各々における画面内の平均輝度であることを特
徴とする請求項１乃至８のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項１０】
　被写体を示す光学像に応じて所定の間隔で複数回の電荷蓄積および電荷読み出しを行っ
て複数の画像を得る蓄積ステップと、
　前記複数の画像の各々において測光を行って複数の測光値を得る測光ステップと、
　前記複数の測光値に応じて、被写体からの光の光量変化特性を検出する検出ステップと
、
　前記複数の画像を加算処理して加算画像を得る加算ステップと、
　前記加算画像において前記被写体を検出するための被写体認識処理を行う被写体認識ス
テップと、を有し、
　前記蓄積ステップでは、予測される前記被写体からの光の光量変化の周波数よりも短い
周波数で前記複数回の電荷蓄積を実行することを特徴とする撮像装置の制御方法。
【請求項１１】
　撮像装置で用いられる制御プログラムであって、
　前記撮像装置が備えるコンピュータに、
　被写体を示す光学像に応じて所定の間隔で複数回の電荷蓄積および電荷読み出しを行っ
て複数の画像を得る蓄積ステップと、
　前記複数の画像の各々において測光を行って複数の測光値を得る測光ステップと、
　前記複数の測光値に応じて、被写体からの光の光量変化特性を検出する検出ステップと
、
　前記複数の画像を加算処理して加算画像を得る加算ステップと、
　前記加算画像において前記被写体を検出するための被写体認識処理を行う被写体認識ス
テップと、を実行させ、
　前記蓄積ステップでは、予測される前記被写体からの光の光量変化の周波数よりも短い
周波数で前記複数回の電荷蓄積を実行することを特徴とする制御プログラム。
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